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Target〉 海外の大学生や日本に来ている他国からの留学生との交流をしながら，
大学の授業に対してどのように積極的に関わっていくことが出来るのかにつ
いて，体験的に学びます．また，地域の社会人も交えて異なる世代・異なる考
えを持った人と意見の交換をすることで，多様な視点で考え表現する力を身
につけます．特に「異文化交流」をテーマとして，グローバル社会に対応出来
る会話力を実践的に身につけることを目指します．また，同世代の文化的背
景が異なる学生が「交流」するということの意味を考えます．このような形で
対話力を育成する授業改革 (FD)についての意義を理解することを目的として
います．

Outline〉 現代社会ではグローバル化が進行し，様々な価値観や文化的背景をもっ
た人間同士の交流が必要となってきた．このような異文化交流において，相
手方の文化に興味を持つとともに，自身の文化的背景についての理解を深め
ておく必要がある．この授業では，実際に異文化交流を体験しながら，異文化
交流に必要な視点を探り，自身の文化的背景を学ぶことを通して，実際の対話
力を身につけること目指していきます．また，自ら積極的に授業改革に参加
するという自主性を育むことを目指します．

Keyword〉 共創型学習, 異文化交流, FD, 外国, 現代社会, 地域社会人
Goal〉

1.異文化交流により，相手方と自身の文化的背景を理解する
2.海外の大学生や地域社会人とのコミュニケーション力をつける
3.課外授業に対しても積極的に参加する行動力を身につける．

Schedule〉
1.授業ガイダンス
2. FDとは何か
3. FDに学生が関わる意義
4.「異文化交流」と FD その 1
5.「異文化交流」と FD その 2
6.「異文化交流」と FD その 3
7.異文化交流に必要な視点 1
8.異文化交流に必要な視点 2

9.異文化交流に必要な視点 3
10.「異文化交流」から見えてくるもの 1
11.「異文化交流」から見えてくるもの 2
12.「異文化交流」から見えてくるもの 3
13.異文化交流と FD活動 1
14.異文化交流と FD活動 2
15.異文化交流と FD活動 3
16.総括授業

Textbook〉 特になし
Reference〉 特になし
Evaluation Criteria〉 毎回の小レポート 40%，課外活動参加を含む授業への積極
性に関わる期末レポート 60%として評価する

Re-evaluation〉 無
Message〉 この授業は，地域社会人向けの公開授業と同時開講する授業です．地
域社会人と討論をしながら，理解を深めます．また，この授業に関連して頻回
に課外の授業も開講されるので，それに積極的に参加することにより，行動力
の育成をめざします．積極性が成績評価で重視されます．

Webpage〉 http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/life/GP/index.html
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=220797
Contact (Office-Hour, Room, E-mail)〉
⇒ Ohashi (656-7261, ohashi@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail
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